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	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、硫酸基転移酵素2ファミリーに属します。主に下垂体で発現し、ゴルジ膜に局在します。このタンパク質は、N型糖鎖およびO型糖鎖の両方において、非還元性N-アセチルガラクトサミン（GalNAc）残基の4位への硫酸基転移を触媒します。性ホルモンの産生に必要な黄体形成ホルモン（LH）のGalNAcの硫酸化を担っています。この酵素を欠損したマウスでは、循環LH濃度の上昇と、雄雌ともに性成熟の早期化が認められます。この遺伝子には、選択的スプライシングを受けた転写バリアントが見つかっています。[RefSeq提供、2011年8月]、注意：PubMed:10988300は、Met-119から始まる分泌型アイソフォームの存在の可能性を報告しています。しかし、それらは実験的証拠を提供していない。,機能:N-グリカンとO-グリカンの両方において、非還元性N-アセチルガラクトサミン（GalNAc）残基の4位への硫酸基の転移を触媒する。糖タンパク質ホルモンであるルトロピンとチロトロピンの生合成に必要であり、それらの炭水化物構造の硫酸化を媒介する。末端GalNAcbeta1、GalNAcbetaに対してのみ活性である。コンドロイチンに対しては活性ではない。,誘導:プリオン感染細胞ではダウンレギュレーションされる（17倍）。,類似性:硫酸基転移酵素2ファミリーに属する。,組織特異性:主に下垂体で発現する。脳では、下垂体、小脳、延髄、橋、視床および脊髄で発現する。肺、脾臓、副腎、胎盤、前立腺、精巣、乳腺、気管で低レベルで発現します。
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	K562細胞ライセートのCHST8抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	CHST8 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。

